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研究成果の概要（和文）： 今回助成期間を終了することとなった「ロバート・フロスト書簡集」

編纂プロジェクトは、初の試みとして、アメリカ詩人ロバート・フロストのほぼ全書簡を収集

しようとするものである。ハーバード大学出版局との契約により、完成稿は全３巻本として出

版されることが決まっている（第１巻は 2012 年暮れ、または 2013 年初頭刊行予定）。現在、

アメリカ合衆国で作業している２人の共同編集者（ロバート・フェゲン教授、ドナルド・シー

ヒー教授）と編纂作業を進めており、既に 3000 通以上にのぼる詩人の書簡を収集してきた。

この書簡集は、従来出版されてきたフロストの書簡の３倍を超える数の書簡を印刷に付すこと

になるはずで、20 世紀におけるアメリカ詩の（また文学史の）地平を塗り替えることとなるだ

ろう。 

 

研究成果の概要（英文）：The Robert Frost Letters Project, in support of which I received the 

grant recently concluded, will collect, for the first time, nearly all the letters of the 

American poet Robert Frost. The edition, under contract with Harvard University Press, is 

to appear in three volumes (the first should appear late in 2012 or early in 2013). I am 

working with two U.S.-based co-editors (Professors Robert Faggen and Donald Sheehy). 

Together we have collected more than 3,000 letters. In fact, the edition will bring into print 

more than three times the number of letters ever before published, and change the 

landscape of American poetry (and literary history) in the 20th century. 
 
 

交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００７年度 700,000 210,000 910,000 
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１．研究開始当初の背景 
 20年近くの間、フロストについて執筆およ
び作品の編纂をしてきた。リチャード・ポア

リエ(Richard Poirier)と共同編集で今や標
準版とされているフロストの作品集を編纂 
(Robert Frost: Collected Poems, Prose, & 
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Plays[New York: Library of America, 1995])。
続いて 1997 年には、The Ordeal of Robert 
Frost the Poet and His Poetics 
(UrbanaChampaign: University of Illinois 
Press, 1997)を出版。これは 1998 年度の
“Outstanding Academic Book”に選ばれ、
2000年9月ペーパーバック版としても出版さ
れた。その他、近年出版したものとしては、
The Collected Prose of Robert Frost 
(Cambridge: Harvard University Press, 
2007)がある。 
 共同編纂者（ロバート・フェゲン教授、ド
ナルド・シーヒー教授）と共に、2006 年フ
ロスト書簡集プロジェクトを立ち上げた。そ
れ以来、1880 年代から 1963 年の詩人の死ま
で期間におよぶフロストの書簡を探し出し、
3000 以上の書簡を（デジタルデータやコピ
ーのかたちで）収集してきた。現在、第１巻
（1874−1923）に収録するすべての書簡を選
び出し、私たちの入力データをオリジナル原
稿に照らし合わせ、校正し、説明が必要と思
われるすべての項目に註を付すと共に、全集
の序文を準備しているところである。2011

年末には、ハーバード大学出版局に第１巻の
原稿を提出するつもりでいる。 
  

２．研究の目的 

 フロスト書簡集編纂プロジェクトの目的
は、初の試みとして、詩人の現存するすべて
の書簡を収集し、編集し、註を付したうえで、
ハーバード大学出版局から３巻本の形で出
版する準備をすることにある。過去に出版さ
れたフロストの書簡集は、それぞれの編纂者
が手紙を自分たちの必要に応じて抽出した
もので、すべての手紙を網羅するものではな
かった。そればかりか、書簡集のすべての版
が今や絶版となっている。現在計画している
書簡集はこの種のものとしては初の企画で
あり、今まで印刷されてきた書簡の３倍の量
を収録するものとなるはずである。フロスト
の書簡は、最も著名なアメリカ文学者の類い
まれなる記録となるものである。この書簡集
が、20世紀のアメリカ文学史の輪郭を書き換
えるものになると信じている。 
 
３．研究の方法 
現在進めている手法は真正面からの取り組
みとも言えるものである。フロストが相手に
読んで欲しいと思ったオリジナルのままの
原稿を作成している。重要とは思われない特
徴を組み込もうとはしていない（例えば、フ
ロストが線で消した語や、語句を挿入する際
に付した挿入記号など）。こうしたことは過
去のフロストの書簡編纂者や他の文人の書
簡集編纂者が絶えず行なってきたことであ
る。各書簡に付したのは読者が手紙を読む時
に知っておく必要がある簡単な頭注である。

頭注は手紙の受取人や書かれた手紙の様態
（署名のある手書きの手紙[ALS]や署名のあ
るタイプ使用の手紙[TLS]等）、そしてどの図
書館に保管されているかなどを示している。
各手紙の脚注には、フロストが言及した人々
や文学作品を解説し、時に使用されているラ
テン語の英語訳などを付けた。第１巻の序文
には、編集方針を明確に示しておいた。また
序文はフロストの散文スタイルの特徴を論
じ（彼はアメリカ文学において、散文に関す
る、優れた、稀にみる技巧を体得している作
家の一人である）、交流を持った文通相手の
幅の広さや、手紙のなかに繰り返し表れるテ
ーマに光をあてた。付録では、フロストの文
通相手および、しばしば言及される人物につ
いての簡潔な伝記を記した辞書を用意した。
更に索引も準備している。索引では単に人物
名や作品名ばかりでなく、詩人の心を魅了し
たと思われる主題や概念（例えば詩論、教育
や教育法についての考え、科学、哲学、政治
などについての発言など）もまた収録するよ
うにした。最後に、最初の２巻が出版されれ
ば、それらは広く書評されることになるであ
ろうし、世間の注目を集めることにもなるは
ずなので、第３巻には他の巻が出版された後
になって日の目を見ることになる手紙のセ
クションも計画している（おそらく、ほとん
どが個人所有のものであろう）。要するに最
終目標は、面白く読めうえに使い易い、読者
を念頭においた書簡集の完成である。最初の
頁から最後までに読むもよし、あるいは他の
読み方で（索引を頼りに、特定の主題や断片
に関心のある読者のための、あるいは座って
全巻を通し読みしたいとは思わない読者向
けの読み方で）読むもよしという形の書簡集
である。 
 
４．研究成果 
（1）今まで共同編纂者と協力して（デジタ
ル・スキャンやコピーの形で）3000通以上の
書簡の収集をおこなってきた。このためには
米国や英国にある、フロスト原稿を収集して
いる大小の貴重文書保管所や、個人収集家の
コレクションを調査研究する必要があった。
プロジェクトのこの段階は、2009年の暮れま
で続けられたが、現在も偶然見つかった手紙
を収集する（コピーを取る）作業を続けてい
る。 
 
（2）3人の共同編纂者がアクセス可能なデー
タベース上に収集したすべての書簡の索引
を付ける作業をしてきた。書簡集第１巻に収
めるべく選び出したすべての書簡（おおよそ
900 通）の書き写しも終えた。そこには最も
初期の手紙（詩人がまだ子供であった、1880
年代半ばの日付にもの）から、第４詩集 New 
Hampshireが出版され、名声を勝ち得た 1923



 

 

年までの手紙を収録している（この詩集で、
詩人は 4回のピューリッツァー賞のうちの第
１回目を受賞している）。現在、原本のコピ
ーと照らし合わせて筆写原稿の校正を進め
ており、註を付して、年末にハーバード出版
局に提出する原稿の準備をしているところ
である。 
 
（3）書簡集第 2巻は 1924年からフロストが
第７詩集 A Witness Treeを出版した 1942年
までの書簡を収録する予定である（フロスト
はこの詩集においてもピューリッツァー賞
を受賞した）。第 3巻は、1942年から 1963年
の詩人の死までの時期の書簡を収録するこ
ととなる。この時期、詩人は晩年の作品によ
って、高い名声と公人としての地位を確立し
た。 
 
（4）共同編纂者と共に、ハーバード大学出
版局の編集者との打ち合せも回を重ねてお
り、このプロジェクトの出版予定計画を詰め
ている。既に書簡集 3巻本の出版契約も完了
した。また、フロストのご遺族や財産管理人
の全面的協力も得ている。 
 
（5）フロスト書簡集編纂プロジェクトによ
り、更に２つのプロジェクトを担うこととな
った。ケンブリッジ大学出版局の求めに応じ
て、現在“Writers in Context”シリーズの
フロストの号の編集をおこなっている。この
本 Robert Frost in Context（仮称）は、書
簡集第１巻の出版とほぼ同じ時期に、発行予
定であり、新たな文脈で詩人を解釈しようと
いう 40 の論文によって構成される。フロス
トに関する研究においては、最重要と目され
る研究者たちにプロジェクトに参加しても
らえるよう調整してきた。（そのなかには詩
人の主要な伝記の著者である William 
Pritchard、Jay Parini などもその名を連ね
ている。）またアイルランド詩人 Paul Muldoon、
詩人でありワシントン D.C.にある国家芸術
基金の前委員長 Dana Gioia も寄稿予定であ
る。私自身は、論文集の編集と同時に、この
書物のために 2本の論文を執筆投稿予定であ
る。 
 
（6）書簡集編纂プロジェクトによってもた
らされたいまひとつの副産物は、新刊
Companion to American Poetryである。この
書物もまた、私がケンブリッジ大学出版局の
求めに応じて編集しているものである。この
コンパニオンは、Anne Bradstreet から Frank 
O’Haraや John Ashberyまでのアメリカ詩を
網羅している。このコンパニオンの編集の他
に、私自身もフロストに関する論文、および
詩人の活躍した 19世紀の世紀末から 20世紀
にかけて書かれた詩に関する論文を執筆し

掲載する予定をしている。コンパニオンは、
まだ準備段階に入ったばかりであるが、2013
年の出版予定をしている 
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